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glucose pyrophosphorylase (AGPase)遺伝子群の発現様式の解析を行った。 Uc転流レーサー解析とソース葉
における sucrosetransporter遺伝子LeSUTlの発現解析の結果、塩ストレス処理により果実発達初期におけ
る炭素転流が顕著に促進されること、果実への炭素転流が緑熟期までにほぼ終了することが明らかになった。
果実発達前期の主な炭水化物蓄積形態はデンプンであること、これらの蓄積が塩ストレスにより顕著に促進
されることから、塩ストレス処理果実における糖蓄積促進は果実発達初期の炭素転流とデンプン蓄積の増加
が主たる要因であることが明らかとなった。 AGPase遺伝子発現解析の結果、塩ストレスにより AgpLl，
AgpSl遺伝子発現が特異的に促進されることが明らかとなった。先行研究の知見とこれらの結果を併せて考
察すると、 トマト果実における AGPase遺伝子群の発現は、糖依存型と非依存型の二系統あることを示して
いる。
審査の結果の要旨
申請論文はトマト果実における塩ストレスの代謝産物蓄積促進現象を分子レベルで解明したものである。
この現象はこれまで専ら“塩ストレスによる果実肥大抑制に伴う果汁濃縮効果"と説明され、詳細な生起機
構については殆ど解析がなされていなかった。関連分野の先行研究は糖、アミノ酸の分析研究が主流である
のに対し、申請論文研究は有機酸を間に置いて両者を連携させっつ一括して解析を行ったところに独自性が
認められる。特に、果実成熟期における GABAの代謝動態についてはこれまで報告がなく、申請論文研究
で示された結果は果実発達における GABAの生理機能を解明する上で、重要立つ新らしい知見である。また、
後段で取り組んだ果実発達前期における炭素転流の動態やデンプン蓄積制御の解析についても、従来、成熟
期の糖代謝に集中しがちであった関連先行研究とは一線を函すものである。特に、塩ストレスが糖転流を促
進することを分子レベルで証明したこと、デンプン蓄積の制御が二系統あることを証明した点については、
塩ストレスが果実糖代謝とクロストークする際の作用点を示すものとして高く評価できる。これらの知見は
学術上かつ農業上から非常に有益であり、本論文は十分に博士論文として審査に値するものと認められる。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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